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年
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し
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竹原市議会議長 
大 川 弘 雄 

        

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

皆
様
方
に
は
、
清
々
し
い
新
春

を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
つ
き
ま
し
て
、
多
大
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
進
展
し
て
い
る
中
、
誰
も
が

い
く
つ
に
な
っ
て
も
活
躍
で
き
る

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し

た
就
業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

を
促
進
し
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
充
実
、
健
康
の
保
持
増
進
、
ひ

い
て
は
地
域
社
会
の
活
性
化
、
医

療
費
や
介
護
費
用
の
削
減
な
ど
に 

貢
献
し
て
お
り
ま
す
。 

企
業
に
お
い
て
は
、
七
十
歳
ま

で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
努
力
義

務
と
さ
れ
る
一
方
で
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
人

出
不
足
分
野
等
で
の
就
業
機
会
の

開
拓
・
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
や
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
取
組
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

引
き
続
き
会
員
の
拡
大
、
と
り

わ
け
女
性
会
員
の
拡
大
や
企
業
退

職
者
層
へ
の
働
き
か
け
な
ど
の
取

組
を
積
極
的
に
進
め
、
八
十
歳
を

超
え
て
も
活
躍
で
き
る
就
業
機
会

の
創
出
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
完
全
に
収
束
し
な
い
状
況
で
す

が
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
感
染
症

対
策
に
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に

「
シ
ル
バ
ー
事
業
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
」
と
い
う
認
識
を

持
ち
、
竹
原
市
を
は
じ
め
関
係
機

関
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
よ
り
一
層
市
民
か
ら

愛
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
セ
ン
タ
ー
づ

く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
も
、
皆
様
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

       

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

令
和
四
年
は
、
一
昨
年
か
ら
続
く

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

加
え
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
燃
料
・
資
源
価
格
の
高

騰
な
ど
、
社
会
経
済
情
勢
の
大
き

な
変
化
に
よ
り
、
住
民
生
活
へ
の

深
刻
な
影
響
が
続
い
た
一
年
と
な

り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
中
、
こ
れ
ま
で
感
染

症
の
影
響
を
受
け
中
止
し
て
お
り

ま
し
た
「
た
け
は
ら
憧
憬
の
路
」

を
三
年
振
り
に
開
催
す
る
な
ど
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
以
前
の

取
組
を
徐
々
に
再
開
し
て
お
り
、

本
年
も
、
感
染
拡
大
防
止
と
社
会

経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

日
常
を
取
り
戻
す
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

市
制
施
行
六
十
五
周
年
の
節
目

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
本
市

の
目
指
す
将
来
都
市
像
で
あ
る｢

元

気
と
笑
顔
が
織
り
成
す 

暮
ら
し
誇

ら
し
、
竹
原
市
。
」
の
実
現
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

よ
り
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
輝
か
し
い
年
と
な
る

こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

 

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
竹

原
市
議
会
に
対
し
、
暖
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
三
年
前
よ
り
続
く
新
型
コ
ロ

理 事 長 
柏 本 浩 明 

竹原市長 
今 榮 敏 彦 
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 ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
様
々
な
課
題
が
発
生
し
て
お

り
、
社
会
の
あ
り
方
や
人
と
人
の

つ
な
が
り
そ
の
も
の
が
大
き
く
変

化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。 

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
を
乗
り

越
え
、
日
々
の
暮
ら
し
に
喜
び
を

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
が
お
互

い
に
協
働
す
る
中
、
自
治
力
を
さ

ら
に
高
め
る
必
要
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
さ
れ
、
地

域
社
会
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
今
後

と
も
更
に
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

結
び
に
、
竹
原
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
ま
す
ま
す
の
ご
発

展
と
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

     

         
 

新年あけましておめでとうございます 
 

今年は「卯」年です。「卯」という字は、左右に開かれた「門」から出来たと言われてお

り、門が開き「飛び出る」という意味があるそうです。 

このような意味から、卯年は、「飛躍する」とか 

「契機になる」年と言われています。 

 飛躍の年となるよう頑張りたいですね。 

卯年生まれの会員の皆さんをご紹介します。 

 

藤田 武文さん 藤原 説夫さん 網干 昌宏さん 保手浜 一夫さん 森高 鹿市さん 

☆邑木 俊哉さん ☆末永 千秋さん ☆髙橋  敏さん ☆元岡 政昭さん 

☆西原 康夫さん ☆西浜 敏昭さん ☆濱川 博行さん ☆奥田 良人さん 

☆正畠 勇作さん  ☆堂面 悦子さん  ☆福本 悦子さん 

☆神田 憲章さん  ☆木地 勇人さん  ☆山岸 法子さん 

 
 
 
 

会
員
の
皆
さ
ん 

昭
和
十
四
年
・
二
十
六
年
生
ま
れ
の 

🔶令和４年度 竹原市長への要請行動 

令和４年１１月１８日、竹原市シルバー人材センターの 

柏本理事長及び桶本事務局長が竹原市役所を訪れ、竹原市長 

に対して、令和５年度のシルバー人材センター事業の推進に 

必要な補助金の確保及び公共からの事業発注の確保等の要請 

行動を実施しました。 
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令
和
四
年
度
の
定
時
総
会
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
対
策
に
配
慮
し
、
役
員
に
限
定
し
て

五
月
二
十
六
日
に
当
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に

お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

 
議
案
に
つ
い
て
は
、
令
和
三
年
度
収
支

決
算
・
監
査
報
告
、
役
員(

理
事
・
監
事)

選
任
等
の
審
議
及
び
令
和
三
年
度
事
業
報

告
、
令
和
四
年
度
事
業
計
画
等
の
報
告
を

行
い
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
寄
与
い

た
だ
い
た
入
会
三
十
年
と
二
十
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
会
員
の
方
々
を
永
年
在

籍
会
員
と
し
て
表
彰
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

         
 

                

           

 

   

  

 

 

       

     

 
                    

                          

永年会員表彰者(30年・20年在籍) 

おめでとうございます 益々のご活躍を 

☆永年会員表彰者(敬称略) 
 

30年在籍者 

大 畠   進（中 通） 

 向 井 節 夫（大 乗） 
 

20年在籍者 

神 浪  健 次（中 通） 

網 干 昌 宏（竹原東） 

中 川 英 治（竹原西） 

高 橋 定 和（竹原西） 
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令 和 三 年 度 事 業 実 績 
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１０月の第３土曜日を全国統一の『シルバー

の日』として、会員 7８名の参加により市内公

共施設のせん定・草刈等のボランティア活動

を実施しました。 

普及啓発促進月間の活動 

『シルバーの日』 令和４年 10月 1５日 奉仕活動 
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シルバー人材センターの会員を募集しています

 

                             

                             

                             

                             

シルバー人材センターは、地域での就業やボランティア活動を通して、高年齢者の社会参加・社

会貢献を行うことを目的にしています。会員の健康の維持にも役立っています。 

みなさんも会員になって一緒に働きませんか？ 

竹原市にお住まいのおおむね 60歳以上の健康で働く意欲のある方であれば、誰でも入会で

きます。随時、新規会員を募集していますので、お気軽にお問い合わせください。 

 

―入会説明会― 

毎月１５日 午前 10時からシルバー人材センター会議室で 

行っております。 

（１５日が土日の場合 直前の金曜日に行います。）  

 

高齢者向きの臨時・短期、または軽易なお仕事の依頼をお待ちしています。 

『例えば、 

○植木の剪定、草刈り、草取りなど ○施設管理、清掃など ○福祉・家事援助など』 

まずはお電話でお気軽におたずねください。 

【問合せ 電話（0846）22-3331 FAX（0846）23-0145】 

竹 工 芸 技 能 講 習 
高齢者の就業を支援するための竹工芸教室を開催しました。 

 初級 5名、経験者 7名の受講生は、竹原市竹工芸振興協会の指導により、令和 4年

9 月 26日から 10日間の日程で課題作品作りに取り組みました。 

一緒に働きませんか？ 
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令
和
四
年
分
の
確
定
申
告 

 

確
定
申
告
に
必
要
な
令
和
四
年

分
（
令
和
四
年
一
月
～
令
和
四
年

十
二
月
）
の
「
配
分
金
支
払
証
明

書
」
は
、
令
和
五
年
一
月
に
郵
送

し
ま
す
の
で
、
誤
り
の
な
い
よ
う

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

配
分
金
収
入
は
、
所
得
税
法
上

「
雑
所
得
」
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

雑
所
得
は
、
原
則
と
し
て
雑
所
得

の
総
収
入
額
か
ら
必
要
経
費
を
控

除
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
公
的
年
金
等
を
受
給
し

て
い
る
会
員
は
、
別
に
公
的
年
金

等
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

な
お
、
個
人
年
金
等
そ
の
他
の

雑
所
得
が
あ
る
方
は
、
計
算
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

【
問
合
せ
先
】 

竹
原
税
務
署
☎
二
二―

〇
四
八
五 

（
自
動
音
声
で
ご
案
内
し
ま
す
。） 

 

              

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う 

 
 

元
気
に
は
つ
ら
つ
と
活
躍
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
健
康
で
あ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
の
変
化
よ
る

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
等
に
よ
り
、

様
々
な
不
調
が
起
こ
っ
て
く
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
自

分
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う 

 

 

就
業
報
告
書
は 早

め
の
提
出
を 

 

就
業
報
告
書
は
、
発
注
者
へ
の
請

求
や
配
分
金
の
計
算
基
礎
と
な
る
重

要
な
書
類
で
す
。
作
業
が
終
わ
り
ま

し
た
ら
、
発
注
者
の
確
認
印
や
誤
記

や
記
入
漏
れ
の
無
い
よ
う
確
認
し
、

早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

月
末
ま
で
就
業
さ
れ
る
場
合
は
、

翌
月
の
二
日
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

無
届
就
業
を 

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う 

  

就
業
先
の
発
注
者
宅
で
、
仕
事
の

追
加
、
変
更
又
は
新
規
の
発
注
の
お

話
が
会
員
さ
ん
に
あ
っ
た
時
は
、
必 

ず
当
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
指
示
を

受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
に
な
い
無
届
の

就
業
に
よ
り
発
注
者
と
ト
ラ
ブ
ル
や

事
故
等
が
発
生
し
て
も
、
セ
ン
タ
ー

は
一
切
無
関
係
と
な
り
、
会
員
さ
ん

の
自
己
責
任
と
し
て
解
決
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
（
シ
ル
バ
ー
保
険
の
対

象
外
と
な
り
ま
す
）。 

 

事
務
局
職
員 

局 
 

長 

桶
本 

哲
也 

係 
 

長 

鳴
川 

み
ど
り 

係 
 

長 

伊
藤 

 

菊 

専 

門 

員 

平
野 

 

究 

主 
 

任 

矢
野 

美
穂 

主 
 

事 

藤
野 

洋
輔 

 
  

    

編
集
後
記 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
全
国
的
に
シ

ル
バ
ー
会
員
の
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
同
様
の
状

況
で
、
仕
事
の
依
頼
を
い
た
だ
い

て
も
対
応
で
き
る
会
員
が
い
な
い

と
、
お
断
り
す
る
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
の
で
、
会
員
の
拡
大
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
も
口
コ

ミ
等
に
よ
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 
 

㋔ 

令和５年 配分金支払日 

１月１９日(木) ７月１９日(水) 

２月１５日(水) ８月１６日(水) 

３月１５日(水) ９月１５日(金) 

４月１７日(月) １０月１７日(火) 

５月１８日(木) １１月１５日(水) 

６月１５日(木) １２月１５日(金) 

 

事
務
局
だ
よ
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